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１ 総合評価入札方式による受託者の決定 

佐久平環境衛生センター包括管理運営業務（以下「本業務」という。）の委託業者に

は、業務対象となる施設の運営・管理に関する専門的な技術やノウハウの保有が必須

となる。このため、委託業者決定に係る契約締結方式は、技術提案及び入札価格の総

合的な評価によって落札者を決定する総合評価入札方式を採用する。 

佐久平環境衛生センター包括管理運営業務落札者決定基準（以下「本落札者決定基

準」という。）は、本業務の入札説明書類に基づき応募者から提出された書類を、審査

して落札者を決定するための基準を示すものである。 
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２ 審査の流れ 

総合評価入札方式における審査の流れは、次のとおりである。 

（１）参加資格審査 

ア 参加資格審査申請書類の確認 

佐久環境衛生組合（以下「本組合」という。）は、提出された本業務の入札に関

する参加資格審査申請書類が全て揃っており、参加資格審査に支障のないことを確

認する。この結果、提出書類に不備不足がある場合は、その提出者を失格とする。 

イ 参加資格審査 

参加資格審査は、本組合が設置する佐久平環境衛生センター包括管理運営業務

総合評価入札審査会（以下「審査会」という。）において行う。審査会は、参加資

格審査申請書類により、応募者が、本落札者決定基準「３ 参加者の資格要件（以

下「参加資格要件」という。）」を満たしていることを確認する。この結果、参加資

格要件を満たしている場合は、その参加資格審査申請書類の提出者に包括管理提案

書の提出を要請し、満たしていない場合は、その参加資格審査申請書類の提出者を

失格とする。 

 

（２）包括管理提案書の確認 

本組合は、提出された包括管理提案書の構成、項目等が全て整っており、包括管理

提案書の定量化審査に支障のないことを確認する。この結果、提出書類に不備不足等

がある場合は、その包括管理提案書の提出者を失格とする。 

 

（３）定量化審査 

審査会は、次の方法により包括管理提案書の定量化を行い、優秀提案者を選定する。 

ア 受託実績の定量化 

同種又は類似業務の受託実績※について、本落札者決定基準「６ 定量化審査」

で示す得点化するための算定式に基づき、得点化を行う。 

 

 

 

 

 

 

※同種又は類似業務の受託業務は、以下のとおり。 

同種業務：し尿処理施設（汚泥再生処理センターを含む。）における施設の運転管理に加

え、用役の調達・管理及び設備の修繕・整備について包括的に運営管理を行

う業務 

類似業務：し尿処理施設（汚泥再生処理センターを含む。）における同種業務以外の施設

管理業務 

・運転管理を行う業務 

・運転管理に加え用役調達を行う業務 

・運転管理に加え設備の修繕・整備を行う業務  など 
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イ 特定要求事項の定量化 

本組合が特定する事項に関する提案内容について、本落札者決定基準「６ 定

量化審査」で示す得点化の基準に基づき、審査項目ごとにその優劣を評価し、得点

化を行う。 

ウ 入札価格の定量化 

入札価格書に記載された入札価格について、本落札者決定基準「６ 定量化審

査」で示す入札価格を得点化するための算定式に基づき、得点化を行う。 

エ 総合点数の算出 

同種又は類似業務の受託実績、特定要求事項に関する提案内容の審査及び入札

価格に関する審査により算出された審査項目ごとの得点を合計し、総合点数を算出

する。 

オ 優秀提案者の特定 

総合点数の最も高い者を、優秀提案者として特定する。 

 

（４）落札者の決定 

本組合は、審査会の優秀提案者特定を踏まえ、落札者を決定する。 
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（５）審査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

提出された書類が審査に支障ないことを確認

ヒアリングの実施 入札の執行(開札)

【必要に応じ実施】包括管理提案書の改善事項・確認事項の指示及び回答書の受理

入札説明書類の提示

（入札説明書、落札者決定基準、様式集、要求水準書）

包括管理提案書及び見積書の提出要請

参加資格審査申請書類の受理及び書類確認

提出された参加申請書類が全て揃っていることを確認

参加資格審査

参加資格審査申請書類に基づく参加資格の確認

包括管理提案書及び見積書の受理、内容確認

落札者の決定、業務委託契約の締結

入札書に記載された入
札価格について、算定
式を用いて得点化

総合点数の算出

受託実績の得点、提案内容の得点及び入札価格の得点を合計し、総合点数を算出

優秀提案者の特定

総合点数の最も高い者を、優秀提案者として特定

落札者の決定

同種及び類似業務実績
数について、算定式を
用いて得点化

特定要求事項に関する
提案内容について、審
査項目ごとに優劣を評
価し、得点化

受託実績の得点化
特定要求事項に関する

提案内容の得点化
入札価格の得点化

（不備不足のある場合） 失格

（審査に支障がある場合） 失格

（要件に満たない場合） 失格

（予定価格を上回った場合）

失格
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３ 参加者の資格要件 

本業務の発注手続に参加することができる者は、令和６年度佐久市物品購入等入札

（見積）参加登録者名簿（以下「有資格者名簿」という。）に登録されている者で、次

に掲げる（１）から（５）の要件を「入札公告日から落札決定日まで」全て満たす者

とする。 

なお、複数の企業で構成する企業体（共同企業体等）の参加は認めないものとする。 

 

（１）地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４第１項の規定に該当してい

ないこと。 

（２）佐久市事後審査型一般競争入札実施要綱第４条第３項及び第４項の規定に該当して

いないこと。 

（３）有資格者名簿の「役務・業務」部門に登録があること。 

（４）入札参加申請日以前３か月以上の恒常的な雇用関係にある次の要件をいずれも満た

す者を廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）第21条に規定す

る技術管理者として配置できること。 

ア し尿処理に係る廃棄物処理施設技術管理者講習の管理課程を修了している者 

イ 本業務と同種又は類似業務の経験がある者 

（５）元請け業者として、本業務と同種又は類似の業務の受託実績を有すること。 
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４ 包括管理提案書の確認 

包括管理提案書の確認を行い、定量化審査に支障のないことを確認する。以下の事

項が認められると判断したときは、その包括管理提案書の提出者を失格とし、書面で

通知する。 

（１）入札説明書及び様式集に違反すると認められるとき 

（２）提出期限を過ぎて提出されたとき 

（３）書類の不備不足があるとき 

（４）処理性能やリスク分担に関する不整合が認められるとき 

（５）同一事項に対する２通り以上の提案が認められるとき 

（６）虚偽の記載があるとき 

（７）重大な瑕疵があるとき 

 

５ 入札書の確認 

入札書に記載された入札価格が予定価格を超えていないことを確認する。この結果、

予定価格を超える場合は、その入札価格書の提出者を失格とする。 

 

６ 定量化審査 

（１）定量化審査の基本方針 

本業務の目的を実現する上で必要な事項を審査項目とし、提案内容の定量化を図る

ことにより、客観的な視点から最も優秀な提案を特定する。 

 

（２）定量化審査の方法 

同種又は類似業務の受託実績、特定要求事項及び入札書に記載された入札価格につ

いて、審査項目ごとに得点化を行い、それらを合計した総合点数の最も高かった者を、

優秀提案者として特定する。 

 

（３）定量化審査の項目及び配点 

定量化審査における審査項目及び配点は、次のとおりとする。 
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（４）受託実績の得点化 

受託実績に関する提案について、同種及び類似業務の実績数に応じた得点を、以

下の式によって算出する。なお、提案可能な受託実績数は、同種業務実績数及び類

似業務実績数の合計で５件までとする。 

 

 

 

 

（５）特定要求事項の得点化 

ア 得点化の方法 

特定要求事項の提案内容について、審査項目ごとに評価段階に基づく評価を行

い、審査項目ごとの配点に評価段階における評価率を乗じ、審査項目ごとの得点を

算出する。 

イ 評価段階、評価基準及び評価率 

特定要求事項Ⅰ～Ⅴの項目に関する提案内容の評価段階、評価基準及び評価率

は、次のとおりとする。 

 

 

 

 

 

受託実績に関する提案の得点＝（同種業務実績数）×2.0点＋（類似業務実績数）×1.0点 

配点

受託実績 本業務と同種又は類似業務の受託実績 10

Ⅰ．用役削減計画に関する事項 10

Ⅱ．処理機能の適正維持とリスク対応に関する事項 10

Ⅲ．地域の活性化に関する事項 10

Ⅳ．施設廃止を見据えた合理的な施設保全に関する事項 10

Ⅴ．災害対策に関する事項 10

　小　　計 50

60

 業務価格に関する事項 40

100　配　点　合　計

　包括管理提案書の配点計

審査項目

特定
要求事項

入札価格書

包
括
管
理
提
案
書
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ウ 評価の視点 

特定要求事項に関する提案内容を評価する際は、審査項目ごとに次の視点に基

づき行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

特 定 要 求 事 項 の 評 価 基 準 評価率

当該審査項目において、大変優れている。 1.00

当該審査項目において、やや優れている。 0.75

当該審査項目において、一定の評価ができる。（標準） 0.50

当該審査項目において、やや劣っている。 0.25

当該審査項目において、大変劣っている。 0.00

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ａ

Ｂ

評価段階

Ⅰ 用役削減計画に関する事項
用役削減計画の具体性、妥当性・合
理性、実現性・効果

Ⅱ
処理機能の適正維持とリスク対応
に関する事項

処理機能悪化要因と対応策の具体
性、妥当性・合理性、実現性・効果

Ⅲ 地域の活性化に関する事項
地域の活性化策の具体性、妥当性・
合理性、実現性・効果

Ⅳ
施設廃止を見据えた合理的な施設
保全に関する事項

施設廃止を見据えた施設保全策の具
体性、妥当性・合理性、実現性・効
果

Ⅴ 災害対策に関する事項
災害対策の具体性、妥当性・合理
性、実現性・効果

各審査項目に対応する提案内

容が、具体的に示され、妥当

性・合理性を有し、かつ実現

可能で効果のあるものである

かを評価の基本とする。一定

の評価ができる場合に、配点

の50％を付与し、より優れた

提案と認められる場合に、配

点の残り50％を優秀の度合い

に応じて加点する。一定の評

価ができない場合には、その

度合いに応じて減点する。

審　査　項　目 評　価　の　視　点
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（６）入札価格の得点化 

ア 入札価格の得点化方法 

入札価格書に記載された入札価格について、得点化のための算定式により点数

を算出する。 

 

イ 算定式 

入札価格のうち最も低い価格（以下「最低価格」という。）は、その金額にかか

わらず40点とする。 

それ以外の応募者の価格点数は、各応募者の提案価格と最低価格との比率に

（40点）を乗じて算出する。 

なお、点数は小数点以下第２位を四捨五入した値とする。 

 

 

 

 

（７）総合点数の算出 

同種又は類似業務の受託実績、特定要求事項に関する提案内容の審査及び入札価

格に関する審査により算出された審査項目ごとの得点を合計し、総合点数を算出す

る。 

 

（８）優秀提案者の特定 

総合点数の最も高い者を優秀提案者として特定する。 

 

 
価格点数＝（最低価格）÷（各応募者の入札価格）×40点 

 


